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■さつま芋の収穫体験（２年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

体験の上に 
                         

松下幸之助「道をひらく」より 

 

ここに非常な水泳の名人がいたとする。そしてこの名人から、いかにすれば水泳が上達する

かという講義をきくとする。仮に３年間、休まず怠らず、微に入り細にわたって懇切丁寧に講

義を受け、水泳の理を教えられ、泳ぎの心がけをきかされる。それでめでたく卒業の許しを得

たとする。だがはたして、それだけで実際に直ちに泳ぎができるであろうか。 

 いかに成績優秀な生徒でも、それだけですぐさま水に放り込まれたらどうなるか。たちまちブ

クブク疑いなし。講義をきくだけでは泳げないのである。 

 やはり実際に、この身体を水につけねばならない。そして涙のこぼれるような不覚の水も飲ま

ねばならない。ときには、死ぬほどの思いもしなければならないであろう。 

 そうしてこそ水に浮けるし、泳ぎも身に付く。体験の尊さはここにあるわけである。 

 教えの手引きは、この体験の上に生かされて、初めてその光を放つ。単に教えをきくだけで、

何事も成し得るような錯覚をつつしみたいと思う。 

                             

体験をいかした学び 

 

                                 校長 筒井 啓介 

  

学校では国語や数学といった教科学習を行っています。教科書やプリントなどを使って基礎的

な知識について先生から説明を受けながら学んでいきますが、一方的に説明を聞いているだけで

は学びが定着しないので、練習問題を解いたり、グループワークをしたりと、様々な形で授業が 

行われます。また、学習した内容を活かして物づくりをしたり、プレゼンテーションをしたり

と、体験学習も行います。 

私自身の学生時代を振り返ってみると、一方的に教えられたことよりも、失敗も含めて自分が

体験したことから学んだことの方が大人になっても記憶に残っています。先述の松下幸之助さん

の「体験の上に」にもあるように、水泳の達人から泳法について講義を受けるだけでは泳ぎが上

達することはないでしょう。それだけでは単なる知識で終わってしまいます。知識を基にして、

体験をする。その体験の中で、時には辛い思いや失敗をすることもあるかも知れないですが、そ

れらを糧にして、次への一歩を踏み出すことで成長することができるのです。まさに、知識は体

験の上に生かされて、初めてその光を放つのです。 

 西谷地域には豊かな自然環境、豊かな人材（様々な道のプロ）が揃っており、西谷中学校の教

育推進に対して様々な場面でご支援をいただいており、子どもたちに体験学習の場を提供するこ

とができています。これは、他の学校では稀なことで、西谷中学校の誇りです。これからも、 

地域と共に力を合わせて子どもたちの学びがより一層充実したものとなるように努めていきたい

と思います。 

 

 

 

  

 

傷つけないように丁寧に掘ります あまりの大きさに驚きです 

大きなさつま芋が山盛りです 

２年生が兵庫県立宝塚西谷の森公園で育ててい

たさつま芋の収穫を行いました。酷暑で苗の成

長が心配されましたが、無事に大きく成長しま

した。畝
うね

にかけたマルチシートをはがし、丁寧

に穴を掘ると、大きなさつま芋が次々に姿を表

しました。軽トラックの荷台が一杯になるほど

の収穫にみんな大満足です。貴重な体験の場を

提供いただきました兵庫県立宝塚西谷の森公園

の皆さまに心から感謝申し上げます。 

（10月28日） 

軽トラックの荷台がさつま芋で一杯です 



■園児と中学生のハロウイン交流会（２年生） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生が英語科の授業で西谷認定こども園の園児と交流をしました。交流の前に、手作りのプレゼ

ントや遊び道具などを準備したり、英語で話しかける練習をしたりと、念入りに準備を行いました。 

 また、当日はハロウインの雰囲気を出すために衣装や小道具を使って仮装もしました。ゲームをし

たり歌を歌ったりと、楽しい時間を園児と一緒に過ごすことができ、みんな笑顔でした。 

                                       （10月31日） 

■宝塚市中学校合同音楽祭に参加しました 
  宝塚市中学校合同音楽祭に西谷中生が参加しました。西谷中学校は小規模校のため他校とは違っ  

 て全校生徒で参加しました。変声期真っ只中の生徒や、既に変声期を終えた生徒など様々なメンバ 

 ーですが、音楽の授業や学活の時間などを使って練習を積み上げてきました。 

当日はその成果を十分に発揮して、会場のベガホールに力強い歌声を響かせるとともに聴衆の心 

 に感動を与えることができました。（出張が重なり、当日の歌声をベガホールで聴くことはできま

せんでしたが、録画で見せていただきました。なお、録画は GIGAスクール端末でも視聴可能です。 

 ぜひ、家族のみなさんにも見せてあげてください） 

 ※Microsoft Teamsの「204_all西谷中学校_2025」⇒「一般」に投稿しています。 

                                       （10月31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

園児との交流の様子 手作りのプレゼントも用意しました 

「モルダウ」指揮：Ａくん（３年生） 伴奏：頼重先生 

全校生徒の頑張りで手にした表彰状 


